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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
翠
惺

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
９
１
３
Ｘ

【
作
者
名
】

　
水
無
月
レ
イ

【
あ
ら
す
じ
】

　
４
０
０
年
前
ー

江
戸
時
代
・
・
春
の
京
都
・
・

陰
陽
師
と
姫
・
・

そ
し
て
、
現
代
に
わ
た
る
妖
怪
の
争
い
・
・
・
・
・
・
・

「
清
・
・
明
・
・
・
様
・
・
・
・
清
明
・
・
・
・
さ
ま
」

「
私
は
お
前
の
た
め
に
戦
う
・
・
。
」

誰
よ
り
も
守
り
た
い
・
・
こ
の
気
持
ち
・
・
・
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「
大
好
き
で
す
・
・
・
」
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第
一
幕
「
春
の
香
り
と
、
冬
の
闇
・
・
」

４
０
０
年
前
・
・
・
・

江
戸
時
代
・
・
・
・
春
の
京
都
・
・

桜
印
の
本
家
・
・
・
・

「
清
明
様
・
・
今
日
も
、
桜
が
美
し
い
で
す
ね
。
」

「
そ
う
だ
な
・
・
・
。
燈
?
惺
・
・
」

ひ
な
せ

私
は
、
燈
?
惺
、
京
都
の
姫
・
・
・
。

清
明
様
は
、
妖
怪
を
払
う
陰
陽
師
で
「
桜
印
清
明
」
・
・
。

清
明
様
は
ほ
ん
と
う
に
お
優
し
い
・
・
・
・

時
は
過
ぎ
・
・
冬
に
な
っ
た
・
・
・

京
都
の
奥
底
の
暗
い
闇
の
中
・
・
・

「
桜
印
の
や
つ
ら
を
・
・
叩
き
の
め
す
と
き
が
来
た
・
・
。
」

「
わ
れ
ら
妖
怪
の
時
代
だ
・
・
・
。
」

「
こ
れ
か
ら
が
、
わ
れ
ら
の
時
代
だ
・
・
・
・

行
く
が
よ
い
・
・
妖
怪
た
ち
よ
・
・
・
・
。
桜
印
家
の
も
の
は
す
べ
て
皆
殺
し

に
し
ろ
！
」

「
は
は
ー
炎
舞
様
。
」

炎
舞
は
に
や
り
と
、
わ
ら
っ
た
・
・
・
。

妖
怪
た
ち
が
炎
舞
と
や
ら
に
、
お
じ
ぎ
を
し
・
・

京
都
の
町
へ
出
た
・
・
・
。

そ
の
頃
、
清
明
た
ち
は
・
・
・
・

「
清
明
様
・
・
・
ど
う
す
る
の
で
す
か
・
・
・
」
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と
一
人
の
陰
陽
師
が
清
明
に
焦
り
な
が
ら
い
っ
た
・
・
・
。

「
清
明
様
・
・
・
・
。
」

燈
?
惺
は
清
明
を
見
つ
め
た
・
・
・
。

「
ど
う
す
る
ん
だ
！
！
西
の
ほ
う
か
ら
妖
怪
が
攻
め
て
き
て
る

そ
う
じ
ゃ
な
い
か
っ
！
！
」

も
う
一
人
の
活
発
の
口
う
る
さ
い
方
の
陰
陽
師
は

清
明
に
文
句
を
い
う
・
・
。

清
明
な
に
も
、
言
わ
な
い
・
・
・
・
・

「
く
そ
っ
！
、
ど
う
す
れ
ば
、
・
・
・
・
」

そ
の
部
屋
に
い
る
、
陰
陽
師
ほ
と
ん
ど
が
、
手
を
握
り
締
め
て
、

唇
を
か
ん
だ
・
・
・
・
。

そ
う
す
る
と
、
清
明
が
い
っ
た
・
・
。

「
や
つ
ら
を
、
倒
す
・
・
・
。
」

清
明
は
、
決
心
を
し
た
。

「
倒
す
っ
て
・
・
分
か
っ
て
い
る
の
か
・
・
清
明
！

相
手
は
百
鬼
い
る
ぐ
ら
い
な
ん
だ
ぞ
！
！
い
や
・
・
・
も
っ
と
い
る
か
も
し
れ

な
い
の
に
・
・

何
を
言
う
ん
だ
・
・
！
」

「
で
は
、
こ
の
ま
ま
見
て
い
ろ
と
い
う
の
か
っ
！
」

清
明
の
そ
の
と
き
の
顔
は
、
少
し
こ
わ
か
っ
た
・
・
。

そ
れ
に
圧
倒
さ
れ
た
ほ
か
の
陰
陽
師
は
清
明
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た
・
・
・
。

妖
怪
た
ち
は
、
今
日
の
夜
に
せ
め
て
来
る
ら
し
い
の
だ
・
・
・
。

そ
し
て
、
時
間
は
流
れ
、
夕
日
が
で
て
、
向
こ
う
側
の
空
か
ら
は

月
が
う
す
く
み
え
て
き
た
・
・
・
・
。

「
清
明
様
っ
！
」

燈
?
惺
が
総
会
の
部
屋
で
一
人
に
な
っ
た
清
明
に
は
な
し
か
け
た
。

「
危
険
で
す
。
お
や
め
く
だ
さ
い
・
・
！
」
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清
明
は
な
に
も
い
わ
な
い
・
・
・
。

「
清
明
様
・
・
ダ
メ
で
す
・
・
。
」

燈
?
惺
は
少
し
涙
目
に
な
っ
て
い
た
。
。

「
燈
?
惺
・
・
・
私
は
お
前
の
た
め
に
戦
う
・
・
・
。

私
が
勝
て
な
い
と
お
も
っ
て
る
の
か
・
・
・
？
」

清
明
が
や
っ
と
口
を
開
い
た
・
・
・
。

「
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
。
私
は
・
・
・
」

「
燈
?
惺
・
・
私
は
お
前
が
好
き
だ
・
・
・
。
だ
れ
よ
り
も
好
き
で
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
お
前
、
燈
?
惺
を
守
り
た
い
・
・
。

好
き
だ
か
ら
・
・
・
」

清
明
は
燈
?
惺
に
行
っ
た
・
・
・
・
。

「
清
明
様
・
・
う
っ
・
・
・
」

私
は
い
き
な
り
目
が
く
ら
ん
だ
・
・
。
薬
か
何
か
で
く
ち
を
抑
え
ら
れ
た
・
・
。

「
清
明
様
・
・
・
」

「
ご
め
ん
な
・
・
・
燈
?
惺
・
・
・
。
」
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第
二
幕
「
白
い
闇
」

目
を
開
け
る
と
、
暗
闇
の
中
だ
っ
た
・
・
・
・
・
・
。

ー
こ
こ
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
ー

私
は
、
一
人
牢
獄
の
中
に
い
た
・
・
・
・
・
・
・
。

「
晴
明
様
・
・
・
っ
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
」

私
は
、
白
い
着
物
を
き
た
ま
ま
、
牢
獄
の
中
に
い
た
。

周
り
に
は
、
飢
え
て
死
に
そ
う
な
囚
人
が
壁
に
横
た
わ
っ
て
い
て
、

私
が
い
る
こ
と
に
気
付
き
も
し
な
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
・
・
・
・
・
・
・
。

「
早
く
こ
こ
か
ら
で
な
い
と
・
・
・
・
。
」

牢
の
外
は
、
や
け
に
騒
い
で
い
て
、
そ
の
音
が
牢
に
響
い
て
い
た
。

「
私
は
何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
・
・
・
。
早
く
で
な
い
と
晴
明
様
が
・
・
・
・
・

っ
」

私
は
不
安
の
あ
ま
り
一
晩
眠
り
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
・
・
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
に
が
お
き
た
か
も
・
・
・
知
ら
ず
に
・
・
・
・

起
き
た
と
き
は
朝
に
な
っ
て
い
た
・
・
・
・
。

囚
人
た
ち
は
、
昨
日
と
変
わ
ら
ず
壁
に
横
た
わ
っ
て
い
た
・
・
。

私
が
牢
か
ら
で
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、
向
こ
う
の
階
段
か
ら
足
音
が
聞
こ
え
て

き
た
・
・
。

「
詰
ま
ら
ん
な
・
・
こ
の
世
は
・
・
」

・
・
・
だ
、
だ
れ
な
の
・
・
・

私
は
こ
っ
そ
と
、
壁
の
方
か
ら
、
階
段
の
方
を
み
つ
め
た
・
・
。

「
ん
・
・
？
」

目
が
あ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
・
・
・
。

声
の
感
じ
か
ら
す
る
と
、
男
の
よ
う
だ
・
・
。

し
か
し
、
男
の
周
り
に
も
た
く
さ
ん
の
側
近
が
い
る
よ
う
だ
・
・
。

ど
ん
ど
ん
、
牢
の
方
に
近
づ
い
て
く
る
・
・
・
。

私
は
と
に
か
く
焦
っ
た
・
・
。
き
っ
と
様
子
か
ら
み
る
と
、
晴
明
様
が
言
っ
て
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い
た

妖
怪
の
百
鬼
で
あ
ろ
う
・
・
。

・
・
・
ど
う
す
れ
ば
・
・
・

ド
サ
ッ

そ
の
と
き
私
は
誰
か
に
押
し
倒
さ
れ
た
・
・
・
。

え
っ
・
・
・
・

「
何
だ
、
囚
人
か
・
・
・
詰
ま
ら
ん
、
殺
せ
。
」

男
は
隣
に
い
た
側
近
に
命
じ
た
。

そ
う
す
る
と
、
側
近
は
弓
を
取
り
出
し
、
囚
人
の
背
を
め
が
け
て
矢
を
は
な
っ

た
・
・
・
。

矢
を
放
っ
た
後
、
男
た
ち
は
そ
こ
か
ら
去
っ
た
・
・
。

け
れ
ど
、
そ
の
男
は
明
ら
か
に
わ
た
し
に
き
づ
い
て
い
た
・
・
。

男
は
最
後
に
、
私
を
見
つ
め
て
「
ま
た
あ
お
う
ぞ
・
・
・
。
」
と
い
っ
て
、
行

っ
た
。

「
大
丈
夫
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
・
・
・
。
」

矢
を
打
た
れ
た
囚
人
は
私
を
守
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

「
な
ぜ
・
・
私
を
・
・
」

私
は
何
故
自
分
が
助
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
・
・
。

「
あ
な
た
様
は
私
た
ち
が
罪
を
犯
し
て
も
、
大
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
・
・
た
・
・

そ
の
ご
恩
を
・
・
今
お
返
し
で
き
て
・
・
ほ
ん
と
う
に
・
・
・
・
よ
か
・
・
っ

た
・
・
。
」

囚
人
は
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
、
二
度
と
あ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
・
・
。

私
は
目
の
前
で
一
人
の
人
間
を
、
消
し
て
し
ま
っ
た
・
・
・
・
。

私
は
何
と
か
し
て
牢
を
で
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
段
一
段
地
上
へ
の
階
段
を
登
っ
て
い
っ
た
・
・
・
。
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あ
た
り
は
一
面
真
っ
白
で
、
私
以
外
に
誰
も
い
な
か
っ
た
・
・
。

私
は
、
真
っ
白
雪
の
上
を
走
っ
た
。

少
し
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
兵
が
い
た
。

「
あ
の
・
・
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
で
す
か
・
・
・
。

・
・
・
・
え
っ
・
・
・
い
や
っ
・
・
・
」

そ
の
兵
は
死
ん
で
い
た
・
・
・
。

そ
の
向
こ
う
側
を
み
る
と
、
雪
の
上
は
赤
く
染
ま
っ
て
い
て
、
兵
が
何
人
も
倒

れ
て
い
た
・
・
・
。

「
晴
明
様
っ
・
・
・
・
・
」

私
は
、
す
べ
て
の
場
所
を
探
し
続
け
た
・
・
。

す
べ
て
の
場
所
を
・
・
・
・
・
・
。

最
後
に
行
っ
た
場
所
・
・
・
・
桜
の
木
の
場
所
・
・
・
。
二
人
の
場
所
・
・
・
。

「
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
・
」

私
は
走
り
疲
れ
て
息
切
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
・
・
。

私
は
立
ち
止
ま
っ
た
・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
・
晴
明
・
・
・
・
様
・
・
・
晴
明
様
・
・
・
っ
！
！
」

私
は
白
く
染
ま
っ
た
桜
の
木
に
横
た
わ
る
晴
明
に
駆
け
寄
っ
た
・
・
。
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第
三
幕
「
別
れ
」

「
晴
明
様
っ
！
・
・
・
・
・
・
」

私
は
晴
明
の
そ
ば
に
駆
け
寄
っ
た
・
・
・
。

「
燈
緤
惺
・
・
・
・
か
・
・
」

「
そ
、
そ
う
で
す
・
・
。
」

私
は
感
情
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
・
。

目
の
前
に
い
る
傷
だ
ら
け
の
彼
が
あ
ま
り
に
悲
し
す
ぎ
た
・
・
・
・
。

涙
が
出
て
き
た
・
・
。

「
燈
緤
惺
、
何
故
泣
い
て
い
る
の
だ
・
・
・
。
」

「
晴
明
様
な
ぜ
こ
ん
な
に
な
る
ま
で
・
・
・
・
、
わ
た
し
・
・
な
ん
か
・
・
」

「
そ
ん
な
顔
を
し
な
い
で
く
れ
・
・
・
、
私
は
お
前
の
た
め
に
戦
う
こ
と
が
で

き
・
・
て
・

う
れ
し
い
よ
・
・
・
」

「
私
も
・
・
・
で
す
・
・
。
」

「
燈
緤
惺
、
思
い
出
を
大
切
に
し
て
く
・
・
れ
・
・
。
こ
の
桜
は
私
た
ち
の
大

切
な
場
所
だ
・
・
。

燈
緤
惺
・
・
・
。
」

「
は
い
・
・
・
晴
明
・
・
・
様
・
・
」

「
愛
し
て
・
・
い
る
・
・
・
・
・
」

「
私
も
・
・
・
で
す
・
・
」

彼
は
二
度
と
目
を
開
け
な
か
っ
た
・
・
・
。

何
度
、
何
度
、
呼
び
か
け
て
も
・
・
・
・
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私
は
叫
び
続
け
た
・
・
。
何
度
も
何
度
も
・
・
・
。

泣
き
続
け
た
・
。
本
当
に
大
好
き
だ
っ
た
・
・
。
優
し
く
て
は
、
あ
っ
た
か
く

て
、

守
っ
て
く
れ
て
、
た
く
さ
ん
愛
し
て
く
れ
た
・
・
・
。

か
け
が
え
の
な
い
存
在
・
・
。

「
晴
明
様
・
・
。
私
も
愛
し
て
い
ま
す
・
・
。
誰
よ
り
も
大
好
き
で
す
・
・
。
」

私
は
彼
の
そ
ば
に
ず
っ
と
い
た
・
・
。

今
私
が
み
て
い
る
桜
は
、
真
っ
白
な
悲
し
い
桜
・
・
・
・
・
・

私
は
何
日
か
た
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
兵
を
埋
め
た
・
・
。

残
っ
て
い
る
兵
は
、
ひ
と
り
と
し
て
、
い
な
か
っ
た
・
・
・
・
。

桜
印
家
は
消
え
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

残
っ
た
の
は
、
桜
と
私
だ
け
・
・
・
。
二
人
で
過
ご
し
た
す
べ
て
の
も
の
が

消
え
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

５
日
た
っ
た
あ
る
日
の
夜
・
・
・
。
私
は
桜
の
あ
る
場
所
を
眺
め
て
い
た
・
・
。

私
は
何
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
か
も
、
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
・
・
。

グ
サ
ッ
・
・
・
・

何
か
が
私
の
胸
に
つ
き
さ
さ
っ
た
・
・
・
。

「
・
・
え
っ
・
・
・
・
・
」

背
後
で
誰
か
が
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
・
・
・
。

私
は
、
そ
の
ま
ま
倒
れ
た
・
・
。

「
晴
明
・
・
・
・
・
さ
・
・
ま
・
・
。
」
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バ
タ
ッ
・
・
・
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第
四
幕
「
時
の
流
れ
」

「
こ
こ
は
、
私
は
矢
で
刺
さ
れ
た
・
・
・
・
は
ず
じ
ゃ
・
・
・
」

そ
こ
は
い
つ
も
の
桜
の
木
だ
っ
た
・
・
。
晴
明
と
の
思
い
出
の
場
所
・
・
・
。

し
か
し
季
節
は
、
夏
・
・
・
・
・
。

「
私
が
い
た
桜
の
木
は
、
た
し
か
・
・
冬
・
・
。
」

ガ
ザ
・
・
・
ガ
サ
ッ
・
・

向
こ
う
の
草
村
の
方
か
ら
、
誰
か
が
や
っ
て
く
る
音
が
き
こ
え
る
・

燈
緤
惺
は
、
急
い
で
隠
れ
よ
う
と
し
た
が
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
・
・
。

「
あ
っ
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
。
」

私
は
や
っ
て
き
た
人
の
姿
に
驚
い
た
・
・
・
。

晴
明
に
そ
っ
く
り
な
男
の
人
だ
っ
た
・
・
・
。

私
は
嬉
し
く
て
、
悲
し
く
て
、
切
な
く
て
、
こ
ん
な
に
も
愛
し
て
い
る
か
、

実
感
を
感
じ
た
。
ど
ん
な
に
大
切
だ
っ
た
か
・
・
・
・
・
。

「
大
・
・
丈
夫
・
・
か
・
・
・
・
？
」

そ
の
男
の
人
は
、
と
て
も
心
配
し
て
い
る
顔
と
声
で
私
の
そ
ば
に

近
づ
い
て
き
た
・
・
・
・
。

私
は
涙
が
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
・
。

私
は
思
わ
ず
に
は
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
・
・
。
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私
は
手
を
差
し
伸
べ
る
彼
に
、
抱
き
つ
い
た
・
・
・
・

「
晴
明
様
・
・
・
・
」

俺
は
引
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
桜
の
木
の
と
こ
ろ
へ
・
・

い
つ
も
見
に
行
っ
て
い
る
が
、
今
日
は
ち
が
う
・
・
・
。

本
当
に
だ
れ
か
が
呼
ん
で
る
よ
う
な
気
が
し
た
・
・
・
・
・
。

俺
は
そ
の
日
の
夜
に
桜
の
木
の
も
と
へ
行
っ
た
。

行
っ
て
み
る
と
、
誰
か
が
桜
の
木
の
下
に
座
っ
て
い
る
・
・
。

銀
髪
で
、
色
鮮
や
か
な
着
物
を
着
て
い
て
、
と
て
も
美
し
い
・
・
・
。

俺
は
目
を
奪
わ
れ
た
・
・
。

彼
女
は
俺
の
顔
を
み
る
と
、
何
故
か
涙
を
流
し
て
い
る
。

声
を
か
け
る
と
、
彼
女
は
悲
し
い
顔
を
す
る
・
・
・
。

手
を
の
ば
す
と
、
彼
女
は
抱
き
つ
い
て
こ
う
い
っ
た
・
・
・
。

「
晴
明
様
・
・
・
・
」
と
・
・
・
・
・
・
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第
五
幕
「
は
じ
ま
り
」

燈
緤
惺
は
強
く
強
く
彼
を
抱
き
し
め
た
・
・
。

燈
緤
惺
「
晴
明
様
・
・
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
は
男
の
顔
を
見
上
げ
た
。

男
「
・
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
は
っ
・
・
・
・
・
・
あ
な
た
は
・
・
・
」

燈
緤
惺
は
気
づ
い
た
・
・
。
男
が
晴
明
で
は
な
い
こ
と
に
・
・
。

バ
タ
ッ
！

燈
緤
惺
は
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

男
「
お
、
お
い
っ
！
」

男
は
と
っ
さ
に
倒
れ
て
く
る
彼
女
を
支
え
た
・
・
。

燈
緤
惺
（
あ
な
た
は
・
・
・
誰
な
の
・
・
・
。
）

時
と
は
、
流
れ
ゆ
く
も
の
・
・

け
っ
し
て
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
・
・

誰
に
で
も
、
一
人
で
は
支
え
き
れ
な
い
思
い
が
あ
る
・
・

悲
し
み
や
切
な
さ
や
愛
・
・
・
。

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
死
・
・

（
会
い
た
い
・
・
。
会
い
た
い
で
す
・
・
。
晴
明
様
・
・
。
）



15

燈
緤
惺
「
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
・
？
」

？
「
こ
こ
は
、
神
社
。
桜
印
神
社
だ
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
あ
な
た
は
・
・
」

燈
緤
惺
の
目
の
前
に
た
っ
て
い
た
の
は
、
さ
っ
き
の
晴
明
に
似
た

男
で
あ
っ
た
・
・
。

　
　
　
　
　
ひ
の
え
　
す
い

男
「
俺
は
、
緋
乃
柄
　
翠
・
・
。
お
前
は
誰
だ
よ
‥
。
な
ん
で

　
　
俺
の
家
の
桜
の
と
こ
ろ
に
」

　
　
　
　
　
　
ひ
な
せ

燈
緤
惺
「
私
は
燈
緤
惺
・
・
・
で
す
。
い
っ
た
い
こ
こ
は
っ
・
・
・

　
　
　
　
　
晴
明
様
は
ど
う
し
て
・
・
・
。
」

翠
「
晴
明
っ
て
、
い
つ
の
時
代
の
話
だ
よ
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
え
っ
・
・
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
は
彼
の
言
っ
た
こ
と
に
、
驚
い
た
。

彼
も
燈
緤
惺
を
見
て
び
っ
く
り
し
て
い
る
・
・
。

確
か
に
、
き
れ
い
な
着
物
を
着
て
い
て
、
銀
髪
の
長
い
髪
・
・
・
。

ま
る
で
、
江
戸
時
代
の
絵
巻
か
ら
出
て
き
た
よ
う
な
・
・
・
。
美
し
い
姿
・
・
。
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燈
緤
惺
「
こ
こ
は
江
戸
で
は
な
い
の
で
す
か
・
・
？
」

翠
「
江
戸
っ
て
・
・
・
・
こ
こ
は
平
成
だ
け
ど
・
・
・
」

（
コ
イ
ツ
、
な
に
言
っ
て
ん
だ
・
・
。
）

燈
緤
惺
「
へ
、
平
成
と
は
・
・
・
・
な
ん
で
・
・
」

燈
緤
惺
は
本
当
に
驚
い
た
。
こ
こ
は
き
っ
と
江
戸
で
は
な
い
時
代

な
の
だ
・
・
。
も
し
、
江
戸
で
あ
れ
ば
燈
緤
惺
は
矢
で
打
た
れ
て
死
ん
で
い
た
・

・
・
。

翠
「
と
に
か
く
、
何
な
ん
だ
・
・
。
お
前
は
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
私
は
・
・
・
・
・
」

燈
緤
惺
は
翠
に
自
分
の
起
き
た
こ
と
を
、
全
て
話
し
た
・
・
。

理
解
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
・
・
け
れ
ど
わ
か
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

自
分
の
気
持
ち
を
・
・
・

暗
い
闇
の
中
・
・
。
妖
怪
た
ち
は
今
も
う
ご
め
い
て
い
る
。

？
「
フ
フ
ッ
・
・
・
・
・
。
や
っ
と
来
た
か
、
燈
緤
惺
・
・
。
手
に
入
れ
て
み

せ
る
ぞ
・
・
・
。

　
　
　
こ
の
世
と
と
も
に
・
・
・
」

桜
の
光
と
と
も
に
、
闇
も
動
き
出
す
・
・
。

翠
惺
の
よ
う
に
・
・
・
・
・
。
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第
六
幕
「
破
滅
へ
の
入
り
口
」

翠
「
妖
怪
に
・
・
・
・
・
妖
怪
に
や
ら
れ
た
の
か
。
晴
明
っ
て
や
つ
は
・
・
・
」

燈
緤
惺
「
・
・
・
私
が
来
た
と
き
は
、
晴
明
様
は
・
・
・
・
。
」

翠
「
じ
じ
い
か
ら
は
、
晴
明
は
妖
怪
に
滅
ぼ
さ
れ
た
っ
て
聞
い
た
が
、
・
・
　

　
　
　
本
当
だ
っ
た
と
は
・
・
・
」

燈
緤
惺
「
信
じ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
か
・
・
・
？
」

翠
「
あ
あ
、
妖
怪
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
・
・
。
」

　
　
（
妖
怪
・
・
・
あ
い
つ
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
。
）

翠
と
燈
緤
惺
は
、
自
分
の
あ
っ
た
出
来
事
話
し
た
・
・
。
何
も
か
も
を
・
・
。

時
と
は
、
理
不
尽
な
も
の
で
私
た
ち
の
中
に
あ
り
続
け
る
。

翠
「
お
前
行
く
と
こ
な
い
ん
だ
ろ
。
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
い
ろ
よ
・
・

。
」

翠
は
ま
じ
め
な
顔
で
私
を
見
つ
め
て
言
っ
た
・
・
。

燈
緤
惺
「
え
っ
・
・
い
い
の
・
・
で
す
か
・
・
・
？
」

燈
緤
惺
は
、
翠
に
感
謝
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
気
持
ち
に
な
っ
て
言
っ
た
。
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自
分
は
な
に
も
出
来
な
い
け
れ
ど
・
・
・
・
・
・
・

翠
（
・
・
・
燈
緤
惺
か
・
・
・
ど
っ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
・
・
よ
う
な
・
・

）燈
緤
惺
（
晴
明
様
に
ほ
ん
と
似
て
い
る
・
・
。
で
も
・
・
・
）

　
　
　
　
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
翠
様
。
」

燈
緤
惺
は
翠
に
笑
い
か
け
た
・
・
。
今
は
そ
れ
く
ら
い
し
か
で
き
な
い
の
だ
か

ら
・
・
。

翠
「
あ
の
さ
・
・
様
は
い
い
か
ら
、
翠
で
い
い
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
あ
っ
え
っ
と
・
・
・
・
す
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
で
は
・
・
・
す
、
翠
・
・
・
。
」

そ
の
と
き
、
翠
は
少
し
頬
が
赤
く
な
っ
て
い
た
・
・
。

翠
「
あ
と
・
・
あ
と
さ
・
・
」

燈
緤
惺
「
は
っ
は
い
・
・
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
」

燈
緤
惺
は
少
し
驚
い
た
表
情
で
聞
き
返
し
た
・
・
。

翠
「
そ
の
敬
語
・
・
や
め
て
く
れ
な
い
・
・
。
調
子
狂
う
か
ら
さ
・
・
。
」

翠
は
少
し
小
さ
な
声
で
言
っ
た
・
・
。

燈
緤
惺
「
す
い
ま
せ
ん
・
・
。
な
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
・
・
・

　
　
　
　
本
当
に
・
・
す
み
ま
せ
ん
。
」
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翠
「
じ
ゃ
あ
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
寝
て
い
い
か
ら
・
。
」

燈
緤
惺
「
は
、
は
い
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
は
思
っ
て
い
た
・
・
。

あ
ん
な
に
も
晴
明
は
つ
め
た
か
っ
た
か
・
・
・

自
分
の
無
力
感
・
・
ほ
ん
と
は
も
っ
と
や
さ
し
く
し
て
ほ
し
か
っ
た
・
・
・
。

燈
緤
惺
（
・
・
・
ほ
ん
と
は
、
泣
き
た
い
・
・
・
だ
っ
て
愛
し
い
人
を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
無
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
・
・
・
。
）

燈
緤
惺
は
用
意
し
て
も
ら
っ
た
布
団
に
入
り
、
昔
の
こ
と
を
考
え
た
・
・
。

燈
緤
惺
「
晴
明
様
・
・
会
い
た
い
・
・
。
」

ポ
ロ
・
・
・

彼
女
は
ひ
と
し
ず
く
の
涙
と
と
も
に
、
眠
り
に
つ
い
た

ピ
ヨ
ッ
ピ
ヨ
ッ

燈
緤
惺
「
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

鳥
の
さ
え
ず
り
と
と
も
に
、
太
陽
の
光
が
部
屋
に
差
し
込
む
・
・
・

燈
緤
惺
（
も
う
朝
・
・
・
・
）
「
は
ぁ
・
・
・
」

彼
女
は
深
く
た
め
息
を
つ
い
た
・
・
。

グ
キ
ュ
ー
・
・
・
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燈
緤
惺
「
お
な
か
す
い
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
・
・
・
」

燈
緤
惺
は
布
団
を
た
た
む
と
、
ふ
す
ま
障
子
を
開
け
て
、
廊
下
へ
と
出
て
行
っ

た
。

燈
緤
惺
（
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
お
屋
敷
・
・
・
。
で
も
・
・
・
本
当
に

　
　
　
　
　
桜
印
家
に
そ
っ
く
り
・
・
・
）

燈
緤
惺
「
ん
っ
・
・
・
？
い
い
香
り
・
・
・
。
」

廊
下
の
向
こ
う
か
ら
、
と
て
も
い
い
匂
い
の
ご
飯
の
香
り
が
し
て
い
た
・
・
。

燈
緤
惺
は
そ
の
匂
い
を
辿
っ
て
匂
い
の
す
る
部
屋
の
前
で
止
ま
っ
た
・
・
。

燈
緤
惺
「
こ
こ
・
・
か
な
・
・
」

燈
緤
惺
は
息
を
の
ん
で
ふ
す
ま
障
子
に
手
を
か
け
た
・
・
。

ス
ゥ
ー

燈
緤
惺
は
静
か
に
あ
け
る
と
・
・
・

そ
こ
に
は
二
人
分
の
日
本
風
で
豪
勢
な
料
理
が
、
並
べ
ら
れ
て
い
た
・
・
・
。

燈
緤
惺
「
お
い
し
そ
う
・
・
・
。
」

奥
の
台
所
で
は
誰
か
い
る
・
・
。

燈
緤
惺
は
こ
っ
そ
り
そ
の
台
所
を
の
ぞ
く
と
、
翠
が
味
噌
汁
を
作
っ
て
い
た
。

翠
「
何
だ
・
・
お
前
か
・
・
・
そ
こ
に
料
理
が
あ
る
か
ら
食
え
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
あ
っ
・
・
は
い
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
は
翠
の
エ
プ
ロ
ン
姿
に
少
し
赤
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
。
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燈
緤
惺
（
私
、
な
ん
で
赤
く
な
っ
て
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。
で
も
ほ
ん
と
晴
明
様

に
似
て
い
る
・
・
。
）

燈
緤
惺
は
席
に
着
く
と
、
自
分
用
に
並
べ
ら
れ
た
、
ご
飯
に
目
を
輝
か
せ
た
・
・

。翠
「
何
、
な
が
め
て
ん
の
・
。
早
く
食
え
よ
。
洗
い
物
も
し
な
き
ゃ

　
　
　
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
よ
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
あ
っ
は
い
・
・
。
頂
き
ま
す
・
・
。
」

燈
緤
惺
は
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
ん
で
、
お
い
し
そ
う
に
翠
の
作
っ
た
ご
飯
を
食
べ

た
。

（
そ
ん
な
に
お
い
し
い
の
か
よ
・
・
）

翠
は
少
し
照
れ
た
顔
で
燈
緤
惺
が
食
べ
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
た
・
・
。

洗
い
物
し
終
わ
り
、
翠
は
着
替
え
を
し
て
、
玄
関
に
出
た
・
・
。

翠
「
俺
、
学
校
に
行
っ
て
く
る
か
ら
、
お
前
は
さ
っ
き
の
部
屋
で
待
っ
て
ろ
よ
。

」燈
緤
惺
「
あ
の
、
学
校
と
は
・
・
・
」

翠
「
あ
の
昔
で
言
う
寺
子
屋
み
た
い
な
も
ん
・
・
・
」

燈
緤
惺
「
・
・
そ
う
で
す
か
・
・
・
。
わ
か
り
ま
し
た
・
・
。

　
　
　
　
　
待
っ
て
お
り
ま
す
・
・
。
」
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燈
緤
惺
は
少
し
悲
し
い
顔
を
し
て
、
翠
を
見
送
っ
た
。

翠
そ
の
燈
緤
惺
の
顔
を
見
て
・
・
・
言
っ
た
。

翠
「
な
る
べ
く
早
く
帰
っ
て
来
る
か
ら
・
・
。
」

そ
れ
な
り
に
、
翠
の
気
遣
い
な
の
だ
ろ
う
。

燈
緤
惺
「
は
い
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
は
自
分
の
部
屋
に
戻
り
、
ま
た
眠
る
こ
と
に
し
た
。

暗
い
闇
の
中
で
も
・
・
・

？
「
我
が
、
君
主
・
・
・
な
に
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
」

？
「
あ
の
姫
を
つ
れ
て
こ
い
・
・
。
な
る
べ
く
怪
我
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
・
・
　

　
　
　
手
荒
な
ま
ね
を
し
た
ら
・
・
・
わ
か
っ
て
い
る
な
。
」

そ
の
君
主
は
、
手
元
に
あ
る
鏡
の
中
の
女
性
を
指
差
し
た
。

？
「
は
っ
！
　
お
う
せ
の
ま
ま
に
」

そ
の
妖
怪
は
す
ぐ
に
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
。

？
「
今
、
迎
え
に
行
く
か
ら
な
・
・
・
・
燈
緤
惺
・
・
」

新
た
な
闇
が
動
き
始
め
る
・
・
。

そ
の
世
は
、
破
滅
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
・
・
・
・
。



25



26

第
七
幕
「
翠
」

翠
「
あ
い
つ
・
・
大
丈
夫
か
な
・
・
。
」

翠
は
授
業
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
に
い
る
燈
緤
惺
を
、
心
配
し
た
。

先
生
「
お
い
っ
！
緋
乃
柄
。
授
業
を
ち
ゃ
ん
と
聞
か
ん
か
。

　
　
　
　
い
く
ら
テ
ス
ト
で
１
０
０
点
で
も
な
・
・
・
。
」

先
生
は
参
っ
た
顔
で
翠
を
注
意
し
た
・
・
。

朝
が
過
ぎ
、
昼
が
過
ぎ
、
帰
る
時
間
帯
に
な
っ
た
・
・
。

翠
は
ち
ょ
う
ど
学
校
の
仕
事
が
で
き
て
し
ま
い
・
・
・
・
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

翠
「
は
ぁ
、
は
ぁ
、
な
ん
で
こ
ん
な
時
に
・
・
・
・
。
」

そ
の
頃
家
で
は
・
・
・
・
・

燈
緤
惺
「
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ふ
う
ぁ
～
・
・
・

　
　
　
　
　
　
も
う
こ
ん
な
時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
翠
様
は
・
・
・
・
」

？
「
姫
・
・
・
見
つ
け
た
ぞ
・
・
・
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
え
っ
・
・
誰
・
・
・
・
・
」

庭
の
方
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
・
・
・
。
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燈
緤
惺
は
立
ち
上
が
り
、
庭
の
方
を
見
つ
め
た
。

後
ろ
に
気
配
を
感
じ
振
り
向
く
と
・
・
・

燈
緤
惺
「
き
ゃ
っ
！
」

後
ろ
か
ら
腕
を
捕
ま
れ
た
。

？
「
本
当
に
美
し
い
・
・
。
手
荒
な
ま
ね
は
し
な
い
方
が
身
の
た
め
で
す
よ
。
」

燈
緤
惺
「
あ
、
あ
な
た
は
、
妖
怪
・
・
」

？
「
我
ら
、
君
主
の
願
い
で
お
迎
え
に
上
が
り
ま
し
た
ぞ
。
」

燈
緤
惺
「
イ
ヤ
ッ
！
」
（
助
け
て
っ
！
晴
明
様
っ
！
）

ブ
サ
ッ
！

？
「
う
わ
ぁ
ぁ
ー
」

燈
緤
惺
「
刀
・
・
？
」

妖
怪
の
腕
に
刀
が
刺
さ
っ
て
い
た
・
・
。

燈
緤
惺
は
そ
の
す
き
に
、
妖
怪
の
そ
ば
を
離
れ
た
・
・
。

刀
が
投
げ
ら
れ
た
法
を
み
る
と
、

そ
こ
に
は
、
翠
が
立
っ
て
い
た
。

燈
緤
惺
「
翠
様
っ
！
」

翠
「
人
の
家
に
勝
手
に
上
が
り
込
む
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
・
・
・
。
　
　

　
　
　
お
前
大
丈
夫
か
・
・
。
」

燈
緤
惺
「
あ
っ
は
い
・
・
。
」

？
「
ク
ソ
が
っ
！
・
・
人
間
の
分
際
で
、
手
を
あ
げ
る
と
は
、

　
　
　
　
食
お
う
て
や
る
・
・
。
　
ん
っ
・
・
お
前
人
間
で
は
な
い
な
・
・
。
」
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燈
緤
惺
「
え
っ
・
・
」
（
翠
様
は
人
間
で
は
・
・
・
・
・
）

翠
「
そ
う
だ
・
・
。
俺
は
妖
怪
。
翠
緑
の
妖
怪
・
・
緋
乃
柄
　
翠
だ
！
！
」

時
の
歯
車
が
回
り
出
す
と
き
・
・
・

二
人
の
思
い
が
す
れ
違
う
・
・
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

翠惺
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